
地区名 重茂姉吉(おもえあねよし)地区 所在 岩手県宮古市重茂 石碑 岩手 077 

◆津波石碑の位置及び津波浸水線との関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊昭和三陸地震津波の浸水線は不明 

 

◆集落と津波との関わり 

 重茂姉吉地区は宮古市の南東部に位置する。湾

口は東に向いている上、直接太平洋に面している

ため、これまで三陸地方が甚大な被害を受けてき

た津波である明治三陸地震津波、昭和三陸地震津

波及びチリ地震津波の浸水をことごとく受けて

きている。 

 

 

項   目 明治津波 昭和津波 

津波の高さ 18.3m 12.4m 

建
物 

流失･全半壊 11 戸 13 戸 
被害前 11 戸 26 戸 
被害率 100% 50% 

人
命 

死･不明者数 75 人 96 人 
被害前 91 人 191 人 
被害率 82% 50% 

明治三陸地震津波では全滅に近い被害を、昭和三陸地震津波では半数近くの人命及び家屋の被害を受

けた重茂姉吉地区は、河口部にあった集落を浜から 600m 余り登った先に集団移転を行った。かつての

集落であった場所は漁業施設やキャンプ場等が立地し、住居は全く建てられなかった。そのため、東日

本大震災の津波では浜辺の施設は流失したものの、住居への被害はなかった。 

 

◆津波石碑の概要 

 重茂姉吉地区には各メディアで採り上げられ有名になった津波石碑がある。碑文には当地が明治と昭

和の 2つの津波の到達点であること、住宅の建て方に対する指導が刻印されている。標語を住宅の建て

方に絞っている点は、他の津波石碑には見られない特徴である。重茂姉吉地区は津波石碑の教訓を守り、

津波石碑より浜側には住宅を建てなかったため、東日本大震災の津波で住宅被害が 1戸も無かった。 

 

対象津波 類 型 碑文が伝えるもの 建立 対象津波の浸

水線との関係 

東日本大震災

の津波の浸水  記録 予兆 避難 居住 美談 場所 

明治･昭

和津波 
教訓型 ○   ○  沿道 線外 線外 

 

  



◆碑文の内容 

【岩手 077】  大きさ：高 130 ㎝幅 60 ㎝厚 33 ㎝    標高：60m 

                    (表面)            (裏面) 
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浜辺の旧集落は東日本大震災の津波で
浸水、山肌の表土が高さ 10m 程流失 

石碑より先の住宅地域、東日本大震
災の津波は浸水せず 
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